





















































　『文月の記』 〈八九オ〉泰山崩れて原となり。桑田変して海となる。鳴呼まことなる哉。比しも。天明三とせ星昭に次し。軍閼のとしの半は。信濃なる。浅間の御嶽。焼しとなん。焔千尋に燃あかり。砂万頃に逆り。遠近の村里もひたみちに埋れて。跡方もなく失たりけるよし。さなから劫火のそめいろ山より燃出て岩戸の関をも焼払ふ心地こそすれ。是をはるかに。見きく人数に皆肝を消し魂を飛さすといふ事な 。爰に 高崎のさと。藤屋 何かしてふものゝむすめ ん 彼の信濃なるうきありさまを目のあたり見聞て。あてやかなる詞のはし。妙なる
 
〈九〇オ〉















































































耳ふたき目おほひな らひかるにもおちず、夜一夜呼のゝしりありくに神もまけしと鳴ひゝき、砂ハなほ〳〵あ 〳〵しくふりくらす、けに今宵は星の逢夜なれとおもひもかけず只おそろし て、手をつくりひたひにあて、神仏たすけ給へと、経よみねふりして明るをまつ、 らうして八日になりぬ、つとめてみれはさきのよりまたあら〳〵しく砂の黒くきもみたるかたかやか ふりつみたり 板ひさしたはみ落、むつかしき住居ハい と なく柱をれ べしろはなれてかたふきたるもあ 、忽ち たふれ 梁の下よりからうしてはひい る人も有、これにお ろきて、さり神鳴ひゝくにもおそれず屋のむねへ上り り みたる砂を き落す、黒煙たちてすさまし、此おとにけされてかさにあたる音のなきハ雨になりけり みれは、
 〈九三ウ〉







たり、明る九日になりてそやゝ心もおちいぬ、 れと空は雲とな 風もなくおほろ〳〵として日影もみへず、きのふ残りたる屋根の真砂 きはら なとするにいとしろくつやめきたる毛の四五寸は りなる、なほ長き は尺に余りたるが降来て人毎に拾ふ、その日鳴神 ひまを とめ
〈九四オ〉






















や通しけん、からうしておひ付て母をも助けり これを見るに少しいき出たる心地して立上る、また若き女の幼子をいたき浮ぬ沈ぬなかれ来る、岸ちかくなりたれとあかりかねたり、 此子ハはや死したりと見へて川へ打捨 〈九五ウ〉女ハはいあかり声をは りに泣臥せり、身にま る、もなかりけり、緑子は、やらんかたなく、かなしけれともとはかゝる事をやとあはれ なき す〳〵に 目もあられぬ有様ときくに涙もとゝま す、此国に ゝる水の出る事いつこならん、草津のしらぬと ふ山のぬけたらんなんといふ内に、一日ふたひも過ぬ 河原場といふ所へ行たる人の帰り来て、ふしきにもい ち助かりて、こゝまてまいりぬ、語とも人誠と思ひ絶よし、水にて家の焼 は、昔よりもいまた聞侍 す そも浅間山 水無月の末よ 時やけたるに、子の方より焼ぬけて震動するこ 数のい つちむれて落るか如し、大なる火石二十三十飛上る、二尋三尋上りて落下よ ハ飛上り、中にてうちあひ たけ る五尋七尋の火石飛出 とひ しく硫黄流れ出て泥おし出し山川木草その侭に動揺して
 
〈九六オ〉
なかれ行、その中に火石もへ上り七尋八尋の大木に火うつりてあめをこがしつちをうごかしてやけひろこり、おし行道の村里家居木草みな焼失ぬ、泥の高サ七八ひろ岡 上五六尋川迄ハふた尋三尋もありとかや、泥に埋れ火にやかれ、水に溺れて死するもの此あたりみなたにかそふへからす、しらぬあたりに失 る人幾千万ならん、牛馬も泥のうちより頭はかりさし出し死せるも もまれにはあれとも助る事叶はす、水ならねは舟ゆかす泥深けれハ人行ことも叶はす、たま〳〵あさきところ りて 、火石の烟やまさハあつくして足を入る事ならす、焦熱大焦熱 くるしかくやとみゆ、此折しも小笠原さかみの守殿 御国元へおはします、うす井峠のふもと松井田の駅にやとり給ふ、その明日、牧野何かし殿ときこえし御方も、此道にかゝり給ひて一うまや
 
〈九六ウ〉





ほとなれハ、親を呼ひ 子を尋ね、命をはかりに逃けちりて人なき里となりにけり、広野は草の色もなく 鶉の床もやけうせて、きゝすのつまもかくれえす臥猪の床も れ行ハ里へ出行かふひ をあやめるときくに身 毛 いよたちぬ、なにはしとかやいへるは、高き事川より三尋なるか橋のうへにのり、水また三ひろとかやさは り大いなる水の勢ひあめをひたしつちにあふれ 関所をはしめその筋 むら里こと〳〵くおし流し桑田へんして海となる あ
コ
は山つ












にも足 ぬ女の十六里か程流れ来てけう して助かりたるも有、大慈大悲のちかひの網に救ひ上給ふ んと思ふにみちに行て帰りたる
 
〈九八オ〉









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































流レ人数四百七十人余流失九十余人逃退大前村七拾軒余り流失人数三十人余流失四百人余逃退西窪村家四十軒余流失人数六十余人流失百 逃退中居村家三十軒余内廿軒余流失七軒残り人数十五六人流失百廿人余逃退小幡村家五拾軒余流失人数七十八人流失百人余逃退内一人女芦生田村家五十軒余 失百 余流死八十 人逃退
〈一一二ウ〉
　


























































うし皇国ふりのかんなもて眼のあたり見もしきゝもしかいつゝりたる冊一巻ちかきわたりの人々はさらなりうちわたすほと遠かた人さへよう〳〵に見まほしとさうそこしてとめ来せしにそかさき〳〵をめくり〳〵て来あはれくちなん事をおそれはたおのれかゆ りある事を知りて友とちのすゝめけるかまたこ ひ桜木にものして其人々におく まいらすになむ文化十あまりふたとせといふとしの霜ふり月多胡廼屋の逍温かまをす」とある。 
（あさい
　
けいこ）
